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 先日、車で郊外を走ったとき、トラクターが田んぼの土おこしをしているところを目にしました。２台

のトラクターが隣同士の田んぼを耕しています。その後ろを白鷺がついてまわっていますが、そこである

興味深い発見をしました。一方のトラクターの後ろには、２、３羽の白鷺がいるだけですが、もう一方の

トラクターの後ろには十数羽の白鷺が群れています。すぐ隣同士の田んぼなのに、その白鷺の数の違いに

目が止まりました。 

 白鷺は、掘り起こされた土の中から出てくる虫を啄んでいます。白鷺が多く群れているということは、それだけミミズやオケラ

など、餌になる虫が多いのだと思います。虫が多いということは、土が肥えていて豊かな土壌であるとことを意味します。という

ことは、そこで実る稲もよく育つと想像されます。すなわち、この白鷺の数の違いを見ただけで、米が実る前からどちらの田んぼ

の実りがよいか、白鷺が教えているようで大変興味深く眺めました。この地力の差は、長年の手入れの中で生まれた差だと思われ

ます。 

 学校も、生徒を育てる土壌だとすれば、第一高校というフィールドはどうでしょうか。１０７年の歴史の中で培われてきた豊か

な文化や芸術性は今も受け継がれています。これは、第一高校の大きな財産です。加えて、石垣に囲まれた城内の校舎、楠の大木

の間を吹き抜けてくる風、すべてが、落ち着いた学校の環境を作っています。これも人を育む重要な要素です。 

 生徒諸君は、それぞれの将来を見据え、第一高校というフィールドでしっかりと今を生きてほしいと思います。また、我々教師

も、学校という土壌の重要な部分を占めていることを自覚して努力していく必要があります。教師と生徒が、第一高校という

フィールドで共に力をつける自覚を持つことが学校発展の鍵だと思います。今後も第一高校が、人を育てる豊かな土壌であり続け

るために共に努力していきたいと思います。 

進路に対する意識を高め、自分の夢を実現するた

めの意欲を引き出す目的で行われるキャリアガイ

ダンス。全体会では、本校卒業生の特別養護老人

ホーム施設長：米満淑恵さんを講師にお招きして

『夢の扉～ずーっと前へ そしてもっと美しく

～』の演題で講演をしていただきました。分科会

では、文系・理系・公務員に分かれて、卒業生が

後輩たちの夢実現のために自らの体験を語ってく

れました。 

特別養護老人ホーム天寿園施設長 

米満 淑恵さん(昭和４１年卒業) 

予期せぬインタビュー 

熱い講演に生徒も真剣な表情 
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たくさんの先輩が合格体験を話されました 

5月22日(土)、本校ピロティ前で白梅

太鼓部17代目の引退公演が行われま

した。3年生を中心とした力強い演奏

は多くの生徒・保護者に元気と感動

をもたらしました。  
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       主な結果 
水泳…１３種目のべ７人・九州大会出場 

なぎなた…演技競技３位・九州大会出場 

      個人戦 ３位・九州大会出場 

     団体戦 ２位 

バスケットボール……………ベスト１６ 

                など 
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 今年の高校総体、総合開会式はパークドーム

熊本で行われました！合唱部の凛とした姿と歌

声がパークドーム内に響き渡りました。 

 汗と涙の練習の成果をそれぞれの部活精一杯

出し切りました！ 
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